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経済論叢 〔京都 大学〕 第161巻 第4.号,1998年4月

戦後 日本のアパ レル産業の構造分析

亘 は じ め に

康 賢 淑

1994年,通 産 省 は 「繊 維 産業 構 造 改 善 臨 時 措 置 法』 に お い て ,従 来 の 「繊 維

工 業 」 概 念 を改 訂 し,そ の 内 容 に販 売 事 業 分野 を含 め て,「 繊 維 産業 」 と して

提 起 して い るP。 これ に対 して,ア パ レル産 業 の.・部 は縫 製1:業 に 含 ま れ るが,

多 くの 企 業 は 商 業 に分 類 され た ま まで あ る。 そ れ ゆ え に,ア パ レル産 業 を統 計

的 に 一 つ の 部 門 と して追 求 す る こ と には,困 難が つ きま と う。

と りわ け」 この分 類 方 法 に ζ って,ま ず繊 維 とアパ レル産 業 の対 製造 業 に[与

め る 比率 を4人 以 上 の 事 業 所 に絞 って み る と,従 業 員 数 で は1988年 アパ レル は

5.2%を 占 め る の に 対 して繊 維 は5.1%と な っ て い る し,事 業所 数 で は90年 に

7.3%対7.0%と な って お り,や は りアパ レル の そ れ が 上 回 っ て い る㌔ そ れ だ

けで は な い。 現 実 には アパ レ.ルに携 わ っ てい る人 と企業 は そ れ以 上 で あ り、遣

憾 で あ るが 、 現在 の統 計 で は そ の部 分 の 正 確 な表示 は ま だで きて い ない 。 出 荷

額 で は長 期 的趨 勢 か ら見 ζ と79年 以 降,ア パ レルは 堅調 に推 移 してい るの に対

しで繊 維 は下 が る…・方 で あ る3}。次 に,国 際 的 な レベ ルか ら見 て も,91年 に 世

界 の 売 上 高 ラ ンキ ング上 位20社 の アパ レル企 業 の うち,日 本 企 業 は7社 も入 っ

て お り,か な りの 国際 競 争 力 を も って い る㌔ 最後 に,ア パ レル産 業 の小 売 販

1)通 商産業省生活産業局編 『繊維産業構造改善臨時措置法」初版,1994年12月,49ペ ージ。ここ

ではまず,統 計上において,企 業の形態変化に合致 しない商業と工業の分類方法の問題を指摘 し

たい。

2)繊 維ファッション情報センター 匡アパレルハンドブック』1995'版,16-23ペ ー〉。このデー

タのもとは通産省編 『工業統計表 ・産業編』である。

3)同 上書,客 年版による.
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売 額 は88年 時 点 で 約16兆6000億 円(91年 は恥 兆9千 円)で あ り,同 年 国 内 自動

車 産業 の約1.3倍 に達 して い る。 日本 アパ レル産 業 は,そ の規 模 と産 業 界 に お

け る役 割 か ら,今 日極 め て注 」1すべ き存 在 とな って い る5〕。

本 論 で は,ア パ レル産業 は繊 維 産 業 と違 った 特 徴 を 持 ち,固 有 の.メカ ニ ズ ム

を もつ こ とに主 眼 をお い て分 析 す る。 上 述 の よ うな 台 頭 は,1970-80年 代 に上

位 企 業 が 非 常 な高 収益 を上 げ,当 該 産 業 の構 造 が 大 き く変 わ って きた こ とに係

わ って い る。 で は,産 業 内部 の いか な る要 因 が 特 定 企 業 の 急 成 長 を もた ら し,

さ らヒ,そ の利 潤 率 格 差 が 当該 産業 の構 造 を どの よ うに規 定 した の だ ろ うか 。

こ こで は,単 に アパ レル 企 業 だ けで は な く,そ れ と密 接 に関 連 す る 産 業部 門 を

も含 め.て,同 部 門 の構 造 変 化 の 過程 を 明.らか に して い きた い 。

IIア パレル産業の成立

1.ア パ レル産業

この節 で は ア パ レル産 業 を構 成す る最 も重 要 な要 素,製 品 構 成 と企 業 形態 を

明 らか にす る こ とに よ っ て,そ の 産 業概.念に迫 りた い 。

D製 品構成 ア パ レル 製 品 は 第1に,産 業,業 種 ジ 作 業 内容 別 に細 分 さ れ

る 「産 業用 」 と,性 別,年 齢,季 節,民 族,階 層 別 に多 様 な内 容 を 持 つ 「消 費

者 用 」 に大 き く分類 で きる。 また.既 製服 か ら身 の 回 りの 製 品 まで 狭 義 に取 り

扱 う場 合 と,寝 具,足 袋,タ オル な どの二次 製 品 まで広 義 に取 り扱 う場合 が あ る。

第2に,ア パ レル 製 品 は各 企 業 が そ れ ぞ れ の文 化,審 美 ・.価値 観 お よび 外 形

な ど に基 づ い て企 画 ・製 造 した も.ので あ る。 そ の た め に ア イテ ム数 は極 め て 多

い.通 商 産 業 調査 会 の1992年 の統 計 に よれ ば,外 衣 は約6億 点,下 着 ・補 整 着

は約4億 点,寝 着 は 約3千 万 点,靴 下 は約14億 点,手 袋 は約5千 万 点,乳 児 用

衣 服 は約1万 点 に も分 類 され て お り5,,さ ら に 素材,柄,色,サ イ.ズな どを 加

4)通 商産業省生活産業局編 『新繊維 ビジ ョン」 ぎょうせい.初 版1995年3月214ペ ージ,

5)19901F小 売販売額は約19兆 円で あった。出所:『 商 業統計表 ・品 目編」各牛飯 を参考 。

6)通 商産業調査 会 「我 が国産 業の現状』1992年 版,96ペ ー ジ。
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え る と数 え きれ な い ほ ど分 類 で き る。

第3に,そ の製 品 に は大 量 生 産 品 が あ る一 方,知 識 集 約 型 製 品 と労働 集約 型

製 品 も広 範 に含 まれ て い る 。 た とえ ば,ワ コ ー ルの あ る フ ァ ッシ ョン商 品 は,

デ ザ イ ンか ら縫 製 までCAD,CAMな ど知識 集約 型 生 産 に よ る もの もあ るが,

未 だ に機 械 で は代 替 で きな い,し か も人 間 の 長 い 経験 に よ る感 性 的 な判 断 しか

許 さ ない 高 級 品 も一定 の割 合 を 占め てい る%

第4に,以..ヒ の 要 因 は アパ レル製 品 の 販 売 上 の 特性 を もた ら して い る。 た だ

一 枚 の シ ャ ツ を売 る た め に
,店 頭 に は 素 材 か ら サ イ ズ,柄 ま で,少 な く と も

150枚 くら いの シ ャ ツを 備 え な け れ ば な ら ない3〕。 ア パ レル市 場 は,極 め て 高 度

の 多様 性 と不 確 実 性 を もつ 市場 で あ り,爆 発 的 な市 場 性 を持 ち う る反 面 で.容易

に在 庫 化 す る側 面 を持 って い る。

要す る に,ア パ レル製 品 とは,衣 料 に 関わ る全 て の製 品 を包 摂 して い るた め

に変 幻 自在 な形 態,価 格,特 性 を有.して お り,そ の管 理 は 容 易 で な い製 品だ と

言 え よ う。 そ して この 製 品特 質 が産 業 の あ り方 を規 定 す る こ とに な る。

2>企 業 形態 日本 の アパ.レル 産 業 にお い て,従 卒 は ,そ の 中心 に あ る各企

業 の そ れ ぞ れ の 業 態 に よ っ.て,製 造 卸,問 屋,ア パ レル メー カ ー な どと呼 ば れ

て.きた 。 アパ レル企 業 の形 成 過 程 の 視 点 か らみ る限 り,企 業 の起 点 は確 か にそ

の よ うに把 握 し うるで あ ろ う。 と くに,製 造 卸 は そ の 中核 的 な役 割 を果 た して

きた 。 しか し,後 述 す る よ う に,.1980年 代 以 降 の成 熟 段 階 にお い て は,業 界 で

「総 合 メー カー」 と呼 ば れ る'〕多 くの企 業 は,そ れ ぞ れ の旧 来 の形 態 か ら脱 皮

して総 合 性 を持 っ た業 態 に変 身 して い る。 これ ら をい まだ に問屋 ・製 造 卸 とか,

ア パ レル メ ー カー な ど と呼 ぶ の は妥 当で はな い と.考え る。

7〕 同社での インタビエーによる。

8〕 筆者 は1995年10月 旭化成 工業㈱FB人 材 開発部長尾 原蓉子氏 の紐介でIFI(財 団法 人 ファッ

ショ ン産 業人 材 育 成機 構)特 別 セ ミナー に参 加 した。 全 米小 売 協 会 副 会長 」 ・シー ゲ ル

(JosephSi叩e1)の 公開講義か ら引用 した ものである。

9)こ れ らの人手企業の多 くが製造卸型であるのは確 かである。 しか し,事 業の内容か らみて も,

すでに初.発段階 の製造卸 とは異なってお り,区 別 され るべ きであ ろう。今 日.国 際的な多国籍企

業 になっている大 手企業や総合 アパ レル企業 は,特 にそうであ る。
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第1表 日本 アパ レル企業の類 型

類型 純卸 企画卸 製造卸 製造 純製造
自家 型 型 型 型 型

流 工場 0% 0% 0%か ら 50%か ら 100%

通 生産率 ③
.企.画
のみ持つ

50%未 満 100%未 満

製品の所有1 キ ム ラ タ ン ワ ー ル ド ・20% 下請

買 .権小売に移 ダ イ.イチ ミズ ノ グ ンゼ ・70% 縫製

転 ①。 買取 地方 イ トコーAP ル シ ア ン サ ン リ ッ ト 企業

取 が50%以 上 卸 ・ .ジ ャ ヴ ァ 神戸 生絲 ・20%

を占める企 問屋 ロ ン シ ャ ン

型 業を指す 藤井

デ サ ン ト
ゴ

製品め所有 樫 出 ・30% ワ コ ー ル ・80%

.委 権小売.に移 イ トキ ン ・20% レナ ウ ン ・70% F

託 転無 し。委 小杉産業 .東京 ス タ イル ・60%

販 託 販売 が 三 陽 商 会 ・.20% ナ イガ.イ・80%

売 50%以 上 を ダ ーバ ン

型 占め る企業 .レナウ刀レッグ20% 内 外 ・50%

直 製品の所有 エ フ ワ ン

権買手に移 青山商事

販 転②直販 が *製 造 小売型

50%以 上 を

型 占め る企業

注1)① 小売 は百貨店,専 門店,量 販店,直 営 店,現 金 問屋 などを指 してい る。

② この買手 は消費者 を主に示 している。

③純卸型 において は,成 立期 に貿 易 ・商事 などの流通機能 を持 っていた ものを も含 むb

2)生 産 と流通型 に分 ける基準を ここで は企業 の事業 内容に基づいて とった。その比率 は9〔}年

代.前の時点での生産割合の数字 である。全 ての割合 は四捨五入 した数字である。

3>1980年 代の半 ば,生 産過程 と流通過程 を組み合わせ た企業 業態 の分類 であ る.こ 乳以降の

時期 において.他 業種 か ら多 くの参入が起 こっていた..そ の分 につ いては第1図 アパ レル産

業概念図 を参照されたい。

4)*最 新の型で,SPA型 と もい うが,こ の型 はアパレル企業だ げでは なく,他 業種か らも多

く参入 し始めたために把握 し難 く,具 体的な企業名は この図では省 略 している。

出所)筆 者 の各社へ のインタビューとアンケー ト調査結 果,お よび各社 『有価証券報告書』各年

版 によ りf乍成。
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本論文では,ま ず,純 卸 ・買取型から純製造 ・直販型までの多様な形態の各

企業をすべて 「アパ レル企業」と総称する。そして,ア パレル企業を生産過程

と流通過程における業態内容を指標 として,第1表 のように分類しておきたいd

生産の面においては海外生産も含む外製比率を,流 通においては製品の所有

権が小売へ移転される比率を基本的な尺度 とする。それによって,生 産の機能

をまったく持たない企業は純卸型とし,企 画だけを持っている企業は,企 画卸

型 とする。ただ し,生 産機能を持 っている企業であっても,そ の外製比率が5

割から10割未満の企業ほ製造卸型,5割 未満の企業は製造型,外 製比率がまっ

たくゼロの企業は純製造型(主 に下請縫製企業)と 分類する。また,表 の①製

品の所有権を小売に5割 以上移転する企業,た とえばワールドのような買取中

心の専門店等への販売がそれで,こ れらを買取型とし,そ しで②製品の所有権

の小売への移転が5割 未満の企業,つ まりオンワー ド樫山のようなデパー トな

どへの委託販売が中心の場合を委託販売型 として分類する。最後に,製 品の所

有権を直接に買手(主 に消費者〉に5割 以上移転する企業,た とえばエフワン,

青山商事な.どの企業妹直販型に分類する。

3)産 業の概念1>構 成 少な くないアパレル企業は,ほ とんどが純卸業から

スター トして製造分野に参入し,生 産と販売を社内と社外両方に,主 には後者

への系列組織化を進めながら規模を拡大 してきた。このように,も ともとアパ

レル産業においては,圧 倒的に中小企業が多かった。しかし,1970年 代後半か.

ら80年代初頭にかけて,大 手企業が大量に出現 していた。その成長は,後 述の

ように素材企業だけではな く,商 社,小 売企業の参入を惹起 しながら展開した。

第2表 の大手素材企業のアパレル製品売上比率は,80年 代の半ばか ら確実に

拡大 している。また,繊 維素材企業や商社によるアパレルへの参人形態は,子

会社の形だけではなかった。一部では,本 社に国内外の.1:場をコントロールす

るアパ レル事業部を設立している。

産業分析にあたって,堀 江英一は 「企業構造」め類型分析か ら 「産業構造」

を理解すべきことを提起 した。具体的に繊維産業を例に挙げ,繊 維産業の内部
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第2表 素材企業の アパ レル製品売 上の比率

(449)91

(単位=%)

杜

年 名

東洋
紡績 鐘紡 倉紡 富士

紡績
大東
紡績

片倉
工業

敷島
紡績

大和
紡績 ト ス コ

ユ975

一一

10 6 39 21 26 4

一

80 一 不明 8 口 50 28 22 8

一

83

一

不明 9 15 66 27 22 12

一

86 8 12 10 21 56 29 22 11 9

89 10 14 10 21 55 28 27 9 14

9ユ ユ0 17 9.3 23 56 28 26 9 18

92 10. 17 9.4. 24 61 27 26 13 19

93 10 16 9.4 26. .63 26 27 16 21

94 10 16 11.3 26 66 不明 29 17 23

.94年 億円

全社 3,002 4,189 1,348 705 232 435 590 568 148

総売上

二次 憶円

製品 313 666 152 184 ユ53 113 172 98 33

売上額

注)ア パ レル製 晶売上構成は各社の総売上高に占める比率 である。

出所)ダ イヤモ ンド 『会社要覧」お よ.び 『会社年鑑」の各 年版 よ り作成り

構 造 を掘 り下 げ るに は,そ れ をエ 場 レベ ル..企 業 レベ ル,産 業 レベ ル とい う順

序 で,シ ス テ ム論 的 に展 開す る方 法 が 提 唱 され て い るゆ。 しか し,現 実 の アパ

レル産 業 を分析 す るに は,ヒ 述 の 三 つ の レベ ル の み で は 限界 が あ る と考 え る。

それ は,繊 維 素材 の大 手 と.商社 な どの アパ レル へ の 参入 は,後 述 す る鐘 紡 の例

の よ うに,そ の事 業 部 のみ の実 績 が,大 手 アパ レル 企業 と匹敵 す るか らで あ る。

以 上 の よ う な実態 か ら,ア パ レル産 業 に つ い て筆 者 は,工 場 と企 業 レベ ルだ

けで は な く,商 品 の市 場 条 件 や 事 業 レベ ル を も含 め て そ の嘩 業 を捉 え るべ きで

は な いか と考 えて い る。 研 究 史 上 の中 心 課 題 で あ った基 幹 産業 の場 合 と異 な り,

戦後 の大 衆 文 化状 況 と直 接 的 に係 わ る産 業 部 門 に つ い て は,各 々追 加 的 な要 因

10)堀 江 英 一 「1,産 業 と企 業1〔 「名 城 商学 』.名 城 大 学 商学 会,第31巻 第3・4合 併 号,1982年3

月)と,同 「繊 維工 場 の構 造 分析 」(『 名 城 商 学 』 名 域 大 学 商 学 会,第28巻 第2・3・4合 併 弓.,

1979年2月)85-86ペ ー ジ,
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第1図 アパ レル産業概念図
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注1980年 代の後半から他産業の大手企業は事業レベル℃本格的に参入 しはじめた。

この図はそれを入れて書いたものである。第1表 を参照されたい。

出所}筆 者の各社でのインタビー一により作成(1995-96年)。

を分 析 す る必 要 が あ るよ うに 思 わ れ る。 アパ レル産 業 の 事 業 レベ ル を含 め て部

門全 体 を俯 瞰 す るな ら,第1図 の粗 線 内 の よ う にな る。

2)性 格.ア パ レ ル産 業 は 衣 服 類 な どの 企 画,製 造,販 売 を 包 括 す る 産 業 で

あ る。 そ れ は,人 々 の生 活 に お け る最 も基 礎 的 な 要 素 と して,.国 ・地 域 に よ る

多 文 化 性 ・民 族性 と,個 人 ・個 性 に よ る多 様性,季 節 ・時 間 に よ る多 変 性,生

活 に よ る不 可 欠性 ・永 久 性 な ど とい う さ まざ ま な特 性 を持 つ 産 業 で あ る。 そ の

うえ,現 在 で は 商 品 ラ イ フサ イ ク ルが きわ め て短 く,素 材 が 柔 軟 ・多様 で あ る
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ため,製 造 過 程 に お け る全 自動 化 が 困難 で あ るな どの複 雑 な性 格 を持 って い る。

最 も重 要 な こ とは アパ レル産 業 は繊 維 産 業 と違 って,初 期 の川 上 の 素 材 製 品

で は な く,川 下 の 果終 製 品 を主 に生 産 す る こ とに よ って成 長 して きた 産 業 だ と

い う こ.とで あ る。 また,流 行 性 を伴 う消 費 市場 の情 報 とい う決 定 的 な条 件 に規

定 され,と く に ア イデ ィアで 高 付 加価 値 を創 出す る,つ ま りそれ ぞ れ の 企 業 が

その ア イデ ィ アを デ ザ イ ナ ー に よ って 新 しい個 性 的 製 品 と して生 み 出 し,そ れ

を生 産 ・流 通 させ,消 費者 の購 買 意 欲 を得 て初 め て価 値 を生 み 出 す 産 業 で あ る。

この よ うな特 徴 は,大 型 機 械 装 置 を必 要 とす る繊 維 産 業 の規 模 の 経 済 性 を求

め る部 門 とは,非 常 に異 質 の ものだ とい え よ う。

2.ダ イレク ト・チ ェーン(Directchain).式 の成立

「アパ レル 産 業 」 とい う言 葉 が 広 く使 用 さ れ 始 め た の は1970年 代 の前 半 で.

あ った 。 そ の 産業 発 達 史 の時 期 区分 につ い て,上 田達 三 は 「昭 和4⑪年 代 初 め に

よ うや く産 業 と して形 成 され て きた 」 とい う。 ま た,富 沢 このみ は19851Fの 論

文 で 日本 の 「アパ レル 産業 の 歴 史 は わ ず か10年 」 と言 い 切 って い る11,。実 際 に,

既 製 服 の歴 史 は江 戸 時代 に まで辿 れ るが,本 論 で は 今 日の アパ レル企 業 お よ び

産業 の形 成 過 程 を分 析 す るた め に戦 後 を 中心 に見 て お きた い 。 当 該 部 門 の本 格

的 な展 開 は,特 殊 な領域 を 除 い て,1970年 代 末 には 完 了 す る 。 そ の過 程 を主 に

以 下 の2つ の段 階 に分 けて み る。

1)市 場 の生成 と産 業の形成(1950年 頃～1960年 代 初頭)こ の段 階 を形 成 期 とみ

なす 主 な理 由 は,以 下 の3つ の側 面 か ら ま とめ られ る。

まず,当 時 の 洋裁 学 校 の勃 興 は洋 装 化 の 基 盤 とな つ.た。終 戦 直 後 「更 生 服 」

と既 製 服 が流 行 し,浴 衣 を解 い て ドレスに す る 洋装 文化 が浸 透 し始 め た。 この

洋 装 ブー ムは終 戦 直後 か ら始 ま り,1955年 あ た りま で続 い た。 戦 前 の 洋 裁 学校

11〕 上 田 達=「 アパ レ1レ 産 業 の 展 開 と下 請 生 産 体 制 の変 容 」(『 関 西 大 学 経 済 論 集 」 第28巻,1978

年311-12ペ ー ジ.富 沢 こ のみ 「ア バ レ'レ産 業 ・先 進 国 市場 へ の 挑 戦 」 『プ レ ジデ ン ト」,1979

年 日月,200ペ ー ジ,
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数 の ピー クは50校 ほ どで あ った が,55年 に は す で に2,700校,生 徒 数 は50万 人

に達 して い た 。 これ.は当時,女 性 の フ ァ ッ.ション意 識 が 大 き く変 化 し,洋 服.ス

タイ ルへ の 志 向 と転 換 が 確 実 に進 行 して い った こ とを物 語 っ て い る。 さ ら に重

要 な の は,当 時 すで に既 製 服 需 要 の 生 成 に よる 市場 形 成 と,各 企 業 に お け るデ

ザ イ ナー 育 成 とが相 互 に 関連 性 を もって い たm。

次 に,1950年 代 後 半 に な る と,.既 製 服 の 大 量 生 産 が 開始 され た。 フ ァ ッシ ョ

ン意 識 が 転 換 す る こ とに よ っ て,デ ィオ ー ル の 日本 導 入 は既 製 服 化 の 「促 進

.剤 」 に な り,1957年 に は3割 にす ぎな か った 婦 人 洋服 の既 製 服 化 率 が,63年 に

は7割 に増 加 し,い わ ゆ る既 製 服 時代 を定 着 させ た1%通 産 省 の 『工 業 統 計

表 』 か ら 虜 らか な よ う に,1950年 の 繊 維 二 次 製 品 出荷 額 は 約359億 円 で あ った

が,1965年 に は3,ア29億 円 と な り,10倍 以 上 に 急 増 して い る。63年,東 京 婦 人

子 供 服 工 業 組 合 が 一 年 か け て衣 服 規 格 につ い て研 究 し,そ れ を も と にJIS規

格 が 設 定 され た こ と も,形 成 期 に お け る一 つ の 重 要 な ポ イ ン トとな っ た1㌔

最 後 に,大 量 生 産 と大 量 販 売 の 形 成 は,ア パ レル 産 業 を輸 出 産 業 と して ス

ター トさせ た こ とで あ る。 ユ955年,輸 出 縫 製 工 業 が 本格 的 に発 展 しは じめ た 。

この年,ワ ン ドル ブ ラ ウ ス(Onedollarblouse)が 爆 発 的 な人 気 を呼 び,輸 出

量 は55年 時 点 で400万 ダー ス に まで 達 した。 日本 の 戦 前 に お け る繊 維 二 次 製 品

μ)輸 出仕 向 先 は,主 ζ して ア ジ ア ・ア フ リカ地 域 で あ っ た。 つ ま り,加 工 度 の

低 い 製 品 で あ った た め,消 費能 力 の 低 い 地 域 に しか 輸 出 で きなか っ た。 しか し,

55年 に はす で に先進 国 中心 とな り,数 十 年 先 に 既 製服 化 され た ア メ リカ ・カ ナ

ダへ の輸 出 が 全 二次 製 品輸 出量 の59%を 占 め,輸 出 額 も繊 維 全 体 の2割,す な

わ ち,繊 維 輸 出 額 の7.在9億 ドル に対 し,二 次 製 品輸 出額 は1.54億 ドル.にな った 。

これ は,日 本 にお ける素 材 の強 み と低 コス トを 中心 と した縫 製 品生 産 力 の 向 上,

ア メ リカ ・カ ナ ダ とい った大.市場 か らの 需 要 とい う3つ の要 素 が 重 な った こ と

12)福 永 成 明 ・境 野 美 津 子 『アパ レ ル業 界 」 産 業 界 シ リー ズNO、623、 教 育 杜,1994年4月,32-

34ペ ー ジ 。

13)国 際 羊 毛 事 務 局 の 資料 に よ る。

14)福 永 成 明 ・境野 美 津 子.前 掲 書.44ペ ー ジD
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に よ る』 と りわ け,市 場 が牽 引 的 な要 素 とな り,初 め て 二次 製 品が 繊 維 全 体 の

輸 出額 に おい て 重 要 な 地位 を 占 め る に至 って い る1%〆

日本 の 綿 織 物(絹 織 物 は1930年 代 後 半)の 輸 出額 が,綿 糸 のそ れ を凌 駕 した

の は,戦 前 の1917*の こ とで あ る。 綿 糸 の輸 出 額 が輸 入 額 を上 回 った1897年 以

来,綿 丁:業に お い て 綿 糸 が 輸 出.ヒ位 で あ った歴 史 を打 破 し,「 糸 か ら布 へ 」 と

い う転 換 を示 した ので あ る。 そ の後,ほ ぼ40年 間 に わ た って,繊 維 産 業 の 歴 史

に おい て 鐘 紡,東 洋紡,東 レ,旭 化 成,帝 人 な どあ 素材 を 中心 とす る企 業 が,

日本 市 場 をお さえ て きた。 しか し,60年 代 初頭 に お け るア パ レル産 業 の.形成 は,

よ うや く 「布」 時代 の終 焉 を暗 示 す る と同 時 に,布 か ら服 へ の転 換 が 宣 言 され

た の で あ る。

2)市 場 の急膨 張 と産業 の拡 張(1960年 代半 ば～1970年 代後半)市 場 の面 か ら 見 る

と,ア パ レル企 業 の成 長 に伴 って,こ の時 期 に既 製 服 化 率W960年 代 半 ば の6

割か ら70年 代 後 半 に は9割 を越 え る まで に な って い る1%こ の拡 大 に とも な い,

マ ー ケ テ ィ ングが重 視 さ れ て きた 。 海 外 か らの ブ ラ ン ド導 入 が 開始 さ れ,レ ナ

ウ ンのCM作 戦 な どが 注 目さ れ る。1960年 代 後 半,当 時 の 業 界 で よ くい わ れ

た 「宣伝 め レナ ウ ン,販 売 の 樫 山 」 とい う言 葉 か ら もわ か る よ う に,こ の段 階

か.らアパ レル産 業 は 「つ くれ ば 売 れ る 」 時期 か ら脱 皮 し,マ ー ケ テ ィ ン グの役

割 が大 き くな り始 め た 。

第3表 の よ う に,1961年 の数 字 を指100と す る場 合,2⑪ 年 間 アパ.レル製 品

の付 加 価 値 額 は 繊 維 製 品 よ り急 増 した。 趨 勢 値 か らみ て も繊 維 製 品 は この 問わ

ず か5倍 に しか 伸 び て い な いが,ア パ レル製 品 は約20倍 に も急 増 して い る1η。

70年 後 半 にい た り,ア パ レル生 産 に おい て 新 しい技 術 の基 礎 が 確 立 した 。 た

とえ ぼ,70年 代 初 頭CADの 開 発 さ れ た 部 分 は パ 歩 一 ンメ ー キ ング,グ レー

デ ィ ング,マ ー キ ング な どで あ っ た。

15)通 商 産 業省 「日本 の輸 出 産 業 』1959.年2月.48,51ペ ー ジ。

16)「 ユ ニ チ カ百 年 史』 下 巻,1991年6月.93ペ ー ジ 。

1の 同 上書,663ベ ー ジ。
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第3表20年 間アパ レル製 品と繊維製品の

付加価値額 と趨勢値(1961・1DO) (単位=百 万円)

ア パ レル製 品 趨 勢 値 繊 維製 品 趨 勢 値

1961年 68,210 100 538,007 100

62 90,244 エ32 590,289 ユ10

124,920 183 706,723 131

.64 ユ41,153,
207 749,610 139

155,844 228 774,716 ユ44

66 198,666 29ユ 887,088 165

222,001 325 1,024,426 lgo

68. 262985, 386 1,117,096 208.

323,511 . 474 1,280,403 238

70 385,502
T

565 1,505,166 280

433,738 636 1,589,506 295

72 540,093 .792 1,796,700 334

724,316 1,062 2,470,605 459

マ4 814,461,
1,194 2,276,451. 423

933,575 1,369 2,229,244 414

76 1,101,340 1,615 2,631,386 489

ユ11ユ6,681 1,637 2,521,022 469

78 1,273,971 1,868 2,707,033 503

1,333,491 1,955 2,771,800 5ユ5

61-79年 約20倍 増加 5倍 増加

注1)ア パ レルと繊維製品を集計する際,61～68年 は従業員10人以上の企業で,69年 ～78年まで
は総額で,80年 以降は4人 以.Lをベースにした統計である。

2)木 表の数字は少数点以下を削除 して記入。

出所)通 商産業大臣官房調査統計部編 『工業統計劃 各年版より作成。

1960年 代 の流 通 業.界に おい て は,ス ー パ ー マ ー ケ ッ トと.専門店 が 台頭 し,高

度 成 長 に と もな い消 費 者 の消 費 量 が 急 増 し,需 要が 生 産 を上 回 っ てい る。 そ れ

は,ア パ レル企 業.が急 成 長 す る重 要 な 要 因 の 一 つ とな った。 生 産技 術 開発 と同

時 に,ブ ラ ン ドの展 開 と企 画 か ら販 売 まで 責任 を負 った マ ー チ ャ ンダ イザ ー の

活 躍 が 注 目さ れ て きた。 これ が,こ の 時期 の流 通変 革 に お け る い ま ひ とつ 重 要

な 要 因 だ と もい え る1%

この 時 期 に お け る ア パ レル製 品 の需 要 の 急増 は,ア パ レル産 業 を は じめ と し

.18)そ れぞれの企業でのインダピューによる。
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第2図 ダイ レ ック ト ・チ ェ ー ン(Directchain)式

(455)97

生産 ・流通過程の企業 間取引関係

醐 趨翻:騨 鵬

〈

騨

消 費II∫場

注〕(i).〈一一一情報の流れ

② → 物の流れ

③ 縦軸 の右側 は消費者 のアパ レル製 品の購買領域 を指す。

④ 縦軸 の左側 は生産 ・流通過程 において多 くの企業が行 われ ている取引関係 を示 してい る。

出所)筆 者の各社での インタビューに より作成。

て,関 連 産 業 に まで,大 きな 影響 を 与 え た。 そ のた や に,特 に70年 代 初頭 まで

の素 材 や 小 売 企 業 な どは,各 々 の 「専 業 」 を前 提 と した 分 業体 制 を 重視 して お

り,周 辺 産 業 は アパ レル企 業 の よ うな 自社企 画 ・自家 工 場 生 産 ・直 営 販 売 店 に

.よ る事 業 な どに は 本格 的 に手 を 出せ なか った 。 因 み に,こ の時 期 まで の アパ レ

ル産 業構 造 の特 徴 を,筆 者 は,ダ イ レク ト ・チ ェー ン式 と定 義 す る 〔第2図)。

この規 定 は次 の よ うで あ る。 まず 取 引 上 に お い て,ア パ レル産 業 は関連 産業

と直 線 的 な 取 引 関 連 を持 っ て い る。 そ して,素 材 企 業,商 社(仲 介 企 業 も含

む〉,ア パ レル企 業,小 売企 業 な ど の それ ぞれ の機 能 が,そ の 後 の80年 代 と比

べ て,明 白 に分 化.専業 化 して い る。 しか も,各 企 業 は単 純 な分業 関係 の も とで

取 引 を行 っ て い る。 そ して,諸 消 費者 とい う情 報 源 に...一番 近 い小 売 企 業 は,企

画力 と製 造 能 力 を持 って い な か った た め に,そ れ ら を保 有す る製造 卸 型 の アパ

レル企 業 は,実 質 的 に情報 ・企 画 を 中心 に,生 産 と販 売 を主 導 した こ とが 重 要



9呂(456)

で あ る 。

第161巻 第4号

IIIア パ レル 産 業 の 再 編 成

1.業 態の変化

D「 製造卸型」への集中化 ア パ レル企 業 の事 業 内容 に つ い て 発 足 時 か ら現 在

に至 る まで,そ の 時 間 的 な変 遷 を図 式 化 した もの は 第3図 で あ る 。 同 図か ら明

らか な よ うに,ア パ レ ル産 業 に お け る企 業 は,製 造 卸 型 へ 移行 集 中す る傾 向が

み られ る。 そ の た め に,産 業 の なか で 製 造 卸 型 企 業 は 中 核 的 な役 割 を果 た して

き,今 日 の上位 アパ レル企 業 の なか で も比 較 的 に大 きな 比 率 を 占 め て い る。 た

とえば,オ ン ワー ド樫 山,ワ ー ル ド,イ トキ ン,小 杉 産 業 な どで あ る 。 これ ら

の企 業 業 態 の 変遷 と分 業 ・系 列 化 を ま とめ て 見 る と,以 下 の よ うな共 通 点 が あ

げ られ る。

A)生 産 の面 に お い て は,内 鍵 と外 製 を と も に共 有 す る.傾向 に進 行 した。 つ

ま り,一 方 で純 卸 型 と企 画 卸 型 は しだ い に 自家 工 場 を 持 つ よ うに な り,他 方 で

純 製 造 型 は逆 に しだ い に外 注 を徐 々 に増 加 させ,外 注 を伴 う製造 型 に移 行 した

こ と にそ の 特徴 が あ る。

B)流 通 の面 で は,か つ て成 長 段 階 で 委 託 販 売 型,つ ま り百貨 店 を主 な流 通

チ ャネ ル に して い た 企業 が,上 位 企 業 に多 く浮 上 して い る 。 ま た,地 域 か らみ

る と,関 東 の大 手企 業 に は委 託 販 売 型 が 多 い の に対 して,関 西 に は買 取 型 が 比

較 的 に多 い 。 しか し,成 熟 段 階 に はい って か らは,商 品 の多 様 化 ・高 級 化 に と

もな って,買 取 型 の 多 い専 門店 が 優 位 性 を.発揮 し始 め,も との委 託 販 売 型 も変

わ りつ つ あ った とい う。 た とえば,レ ナ ウ ン,ワ コー ル,東 京 ス タイ ル な ど百

貨 店 との 取 引 を主 な チ ャネ ル に した 典 型 的 な 委 託 販 売 型企 業 が,専 門店 とg取

引 き比 率 を拡大 す る こ とに よ って,買 取 型 の シ ェア を拡 大 し始 め た のが い ま ひ

とつ の特徴 で あ る。

2)製 造卸型へ の集 中要 因 製 造 卸 型 へ の 集 中 現 象 が 生 じた 要 因 は,第1に,

消 費 市 場 の 量か ら質へ の転 換 で あ る。 した が って,第2に 既 存 の企 業 間 の分 業
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第3図 アパ レル企業 の業態変遷
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注1〕 ●は企 業の生産起点で,一 は現時点の生産各型番の移行 印で ある。

◆ は企業の流通起点 で,...・ は現時点の流通.冬型への移行印で ある』

2)生 産過程 と流通過程 において起 点は会社の創業初期 を,1980年 時点 までの企業変遷,つ ま

り他企業か らの事業 参入 する前の事業内容 に基づい て分類 した。 この時点で も実際 には参

入はあ ったが,本 格 的に参 入が お こなわれたの は1弼0年 代 の後 半か らなので,そ の分 につ

いては第2図 アパ レル産業概念図 を参照 した。

3)*最 新の製造小売型 〔SPA型)で.こ の型 はアパ レル企 業だ けで はな く,他 企業か らも多

く参入 し始めたために把握 し難 く,具 体的 な企業名は この図で は省略 した。

出所)筆 者 の各社で のインクビズ.と アンケー ト調査結 果によ り作成。

関 係 が 変 化 し始 め た こ とで あ る。 つ ま り,ア パ レル 産業 の 内部 か ら新 しい分 業

関 係 が 形 成 さ れ 始 め た。 第3に こ の よ うな 集 中 は,高 利 潤 の 誘引 だ けで は な く,

そ こ に合 理 性 が 大 きな 要 因 と して存 在 して い る。 今 日,.「製 販 統 合 」論 が盛 ん
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に言われている。 しか し,ア パレル産業に限って見るなら,「製販統合」論だ.

けでは把握で きない新 しい分業関係がその内部から生まれ始めていたことを見

ておく必要がある。その経済合理性の根拠 としては,主 に次の2つ の要因に係

わ っている。

a)消 費市場の需要情報の獲得条件が作用 している。それぞれの分業の段階

か らみると,卸 業者自身が比較的に消費市場に近い地位に位置していたので,

.消費者 との接触を通 じて最新の需要動向を獲得できる条件を備えていた。

b)企 画を自社内に保有していたので,そ れぞれの企業は生産活動を消費市

場の変化へ機敏に連動させることが可能であった。この際に,も ともと小さい,

あるいは少ない自企業経営資源をよりょく活か しながら,.さ らに他企業の資源.

をも充分に利用 して事業を拡大 しようとし.ている。こういう企業の事業の拡大

が,組 織の規模を拡大させ,同 時に取引関係も拡大させた。 このよ.うな拡大循

環が上位企業の利益増進につなが り,そ れらが他企業を参入させる経済的な誘

引にもなっていた。

2.新 規 参 入

1)素 材 企 業1980年 代 に 日本 全 体 は 「市 場 の 成 熟 化 」 の段 階 に 入 っ た 。 そ の

中 で,ア パ レ ル 産 業 の,と く に そ の 大 手 企 業 の 収 益 率 は 高 か っ た 。 そ して そ の

高 収 益 は ア パ レ ル 関 連 産 業 か ら だ け で は な く,非 関 連 産 業 か ら も注 目 を浴 び た 。

た と え ば,19804!代 初 頭 の ワ ー ル ドは ト ヨ タ さ え 凌 ぐ 高 収 益 率 を 誇 っ て い た19)。

84年 の 決 算 で ワ ー ル ドの 売 上 高 は1,200億 円 を 越 え,.経 常 利 益 は227億 円 を あ げ

た 。 対 売 上 高 利 益 率 は ユ9%近 くに 達 し て お り,繊 維 の 名 門 の 東 レ,旭 化 成.も 及.

19)① 「市場の成熟」について,主 要措標需要 の伸 び率が10%以 下にな り,5-6%程 度 まで停滞

してき,マ ー ケティング活動 はシェア争奪 という性格を もち始めたこ とな どがある。 そ して 「創

業者利潤」を享受で.きる期 間はわずか に6ヶ.月 か ら1年 にす ぎない し,マ ーケテ ィング ・コ ミュ

ニケー ション ・コス トが.ヒ昇 するために新商品の導入の失敗の コス トは,企 業へ のダメージをま

す ます大 きくしている と論 じた。本論 はこの見解を参照 している。菅原 止博 ほか 『アパ レルマー

チャンダイジ ング11第13版,繊 維産業構造改善事業協 会,1995年4月,5-8ペ ー ジ。

② ワー ル ドに関 しては,荻 原千里 「ワー ル ド・情報頭脳 集団1オ ーエス出版社,1984年12刀,

21ペ ー ジを参考.



戦後口本のアパレル産業の構造分析(459)101

ば なか った の で あ る 。1975年 か ら95年 まで の 素材 企 業 の アパ レル製 品売 上 構 成

を見 て も明 らか な よ うに(前 掲 第2表 参 考),80年 以 降 は 構 成 比 だ け で は な く,

そ 乳 それ の企 業 数 もか な り増 え てい った 。 そ れ で は,主 な 素材 メ ー カ ー の アパ

レル へ の 参 入過 程 につ い て見 て み よ う。

鐘紡 株 式 会 社 は,1980年 大 手素 材 メー カー の なカ・で も景 色早 く本格 的 に アパ

レル部 門へ の参 入 に成 功 した 。 同社 は世 界 で 唯 一 の六 大 繊 維(綿.毛,絹,ナ

イ ロ ン,ポ リエ ス テ ル,ア ク リ ル)部 門 を全 て備 え てい る企 業 で あ る。 また,

そ の 主 要 素材 を 自 ら生 産 して い る企 業 で.もあ る。80年 に アパ レル産 業.に参 入 し

て か らは,他 社 の代 替 で き ない オ リ ジナ ルな先 端 技 術 を もった だ けで は な く,

他 社 と提 携(協 力)関 係 を 結 び,ア パ.レル産 業 に最 も新 鮮 な 「血 液 」 を与 え,

さ らに新 た な 強 み を生 み 出 レ(い た(第4表)。

アパ レル 製 品 の 販売 に お いて 同 社 は特 有 な 「鐘 紡 化粧 品 チ ・・一 ン店 」 を活

用 した 。 直営 オ ン リー シ ョ ップ を96年8月 に 大 阪 に 出 店 し,東 京 に も10月 に出

店 した が,97年 に は全 国6ヵ 所 のFC(フ ラ ンチ ャイ ズ)店 を含 め,総 合 的 な

売 場 展 開 と総 合 シ ョ ップ の 出店 ペ ー ズ も速 め て い る。96年 か ら鐘 紡 は大 手 アパ

レル の小 杉 産 業 と組 ん で,イ タ リア 「フ ィラ」 の 子 供 服 の イ ン シ ョ ップ を全 国

の主 要 な百 貨 店 に展 開 し,小 売 ベ ー スで の 売 上 額 は247億 円 に まで 達 しだ%

以上 の結 果,第4.図 の 通 り,販 売 額 は急 速 に増 加 した 。 た だ,生 産 額 と販売 額

に格 差 が あ り,大 きい な そ の 中 に は,お そ ら く,高 付 加 価 値 製 品 の 生 産 或 い

は子 会 社 の生 産 額 は入 って い な い と思 わ れ る。 と りあ えず,現 在 で は明 らか で

きな い そ の他 の原 因 もあ る と推 測 で きる 。

ユ ニ チ カ株 式 会 社 の 最 初 の アパ レル製 品生 産 脚950年 代 末 に スタ ー トした 。

しか し,当 時 は製 品化 の た め の 経 営 体 制 が 充 分 に確 立 され てい なか った た め に,

結 局70年 に は製 造 事 業 か ら撤 退 せ ざ るを 得 な か っ た。 そ の後 数 回 にわ た る組 織

再編 成 を経 て,1983年 に画 期 的 な 変 化 が あ っ た。 つ ま り,商 品 本 部 の 改 革 を 行.

い,商 品事 業部 を発足 さ せ,OEM生 産 を担 当 す る こ とに よ って 西 武 ζの取 り

20)『 繊 研 新 聞』1995年9月16[1付 の 記事 と,同 社 で の イ ン タ ビ ュー を参 考 した 。
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第4表 鐘 紡 フ ァ ッ シ ョ ン部 門 の売 上 高 と

ラ ン キ ング 推 移(各 年3月 期)(単 位:樋 門)

1980 1983 1985 1988 1990 1991 1992 1993 1994

売上 36 219 342 497 787 912 883 822 666

.一.順位 不 明 不明 不明 不明 lj 11 11 9 11

注)順 位 は総合アパ レルρ)業績推移 データーか らの推定。

出所)鐘 紡㈱提供の社 内資料および筆.者の(1995-96年 の間〕
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第4図 鐘紡 のアパ レル生産 と販売 の実績
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同社r有 価証券報告書」 よ り作成。
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引 きを組 み始 め た。 そ れ は商 社 ・アパ レ ル抜 きの小 売 業 と直 接 対 応 した た め に,

社 内 で は 少 な か らぬ 混 乱 もあ った が,ユ ニ チ カの一 貫 管 理 の 下 で,国 際 分 業体

制 を も組 み込 み な が ら,POs情 報 を 取 り込 み,ク イ ッ ク ・デ リバ リ とい う画

期 的 な生 産体 制 を行 っ た。 この よ うな 基盤 を基 に,ユ ニ チ カの アパ レル製 品 本

部 は1994年7月 に設 立 され,96年 に アパ レル事 業 へ の連 結 決 算 に よ る投 下 資 本

金 は2億850⑪ 万 円(大 手 ア パ レル 企 業 ワー ル ドの1987年 資 本金 は3.6億 円,95.

年 は110億 円),.従 業 員397人,デ ザ イ ナ ー3人,売.L高 は128億 円 とな り,本 社

売 上 高 の5,3%を 占め て い る。 そ の生 産 は 海 外 を含 む 自家 工 場 が70%,.協 力 工
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場 が30%を 占 め て い る。 商 品 の企 画 は 自社 で 行 い,主 な 自社 ブ ラ ン ド`outタ

バ ス ゴ の 売上 高 を見 て も3億 円 で,同 社 売 上 高 の3%を 占 め て い る。

流 通 の 面 に 関 して は,流 通 子 会 社 を資 本 金12億500万 円で 設 立 し,従 業 員 は

524人 に達 して い る。 販 売 は 基本 的 に 買 取 制 或 い は売 切 制(買 取)を 取 って い

る。 そ の うち,通 販 が20%,訪 販 が30%,量 販 のGMsと 専.門 チ ェ ー ン店 が

20%,そ れ に ア パ レ ルOEMが30%で,直 営 店1ま まだ もっ て い な い。 一 部 の

子 会 社 や 関 連 会 社 は 販 売 も行 っ て い る2%

東 レは,90年 代 に入 って ア パ レル 関連 子 会 社 を急 速 に増 加 さ せ た 。.1986年 段

階で は,わ ず か3社 しか な か った が,90年 代 に入 って か ら急 増 し,現 在 で は9

社 の子 会 社 を抱 え て い る。 そ.のう え,FC展 開 な どを視 野 に入 れ な が ら事 業 を

進 め よ う と して お り,1996年9月2日 か ら製 版 一 体 型 ブ テ ィ ッ クFFB,つ ま

りフ ァ ッシ ョン ・フ ァク トリー ・ブ テ ィ ッ.クを全 国 的 に展 開 し始 め た 。CG・

]ン ピ ュー ター グ ラ フ ィ ックス で顧 客 の好 み に応 じた デザ イ ンや 柄 を描 き,.そ

の情 報 を工 場 の オ ン ライ ンに送 って 約1週 間 で洋 服 に仕 立 て る。 さ ら に,横 浜

の イベ ン トで は,好 み の服 を注 文 す れ ば,「 映 画 を見 た り,お し ゃべ り を して

い る問 に頼 ん だ服 が で きて しま う」 こ.とを 証 明 して見 せ た毘㌧

2)小 売業 ユ996年 日経 優 良企 業 ラ ンキ ン グ上位1000社 に お い 一C20Yで あ った.

青 山商事 は,小 売 企 業 が アパ レル製 造 に まで 参 入 した 典型 的 な事 例 で あ る。 青

山 商 事 は1964年5月,主 に紳 士 既 製 服 の 小 売 と して 設 立 され た 。地 域 ・ニ ッチ

戦 略 と して郊 外 販 売 を 中心 に して お り,本 論 文 の 分 類 型 か ら見 る と直 営 型 に属

す.る。1977年 に は 直営 店 が わ ず か10店 舗 に しか す ぎな 参 った が,84年 グ ンゼ産

業 と提携 し,紳 士 服 分 野 に おい て,パ リの オー トクチ ュー ル 「ジ ャ ック エ ス テ

レル」 社 の ブ ラ ン ド商 品 の独 占販 売 を開 始 した 。1986年 青 山株 式 会社 と青 五 株

式 会社 を吸 収 合 弁,1988年 に は150店 舗 に達 し,11年 間 で店 舗 の 数 を15倍 に増

加 させ た。 売 上 高 経常 利 益 率 は ピー ク時 に は23.1%に まで 達 し,94年 の紳 士 服

21)ユ ニチ カの イ ン タ ビ ュー 。 『ユ ニチ カ百 年 史」 下巻.1991年6月,361-364ペ ー ジ。

22>同 社 『有 価 証 券 撮 告 書」 の各 午 飯 及 び 『繊 妍 新 聞 』.1996年7月26日 付 と8月30日 付。
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市場 で の 占有 率 は27.1%を 占め て い た 。

生 産 の 方式 は,ま と ま った 量 を買 取 制 で 下 請 企 業 へ 発 注 し,ス ー ツの 単価 を.

最 低 限 に ま で.おさ え た 。 そ して,主 な 子 会 社 紳 士 衣 料 製 造 の ジ ャス トに は,

1964年 の 設 立 時期 か ら全 社 の10%の 製 品 を生 産 さ せ,サ イ ズ更 年 な どの ア フ

ター サ ー.ビス を関連 子 会 社 縫 製加 工 業 の ブ ルー リバ ー ス に ま か せ た の で あ る。

海 外 戦 略 にお い て も,製 造 ・販 売 子 会 社 は い う まで もな く,素 材 分 野 まで に掌

握 す るた め に,オ ー ス トラ リア に業 界 で 初 め て 「青 山牧 場 」 を設 け,一 貫 した

生 席 管 理 シス テ ム を実 現 した 。1995年 に入 って か らは,ス ー ツ市 場 の飽 和 状 況

に対 応 し,生 き残 り戦 略 と して 低 価 格 化 路 線 か ら高級 化 路 線 ヘ シ フ トし始 め た

と伝 え られ る2%

3〕商社1971年 伊 藤 忠 は 全 額 出 資 に.よ り.伊藤 忠 フ ァ ッシ ョ ン ・シ ス テ ム を

設 立 した。 その 事 業 内 容 は 内 外 の.フ ァ ッシ ョ ン情 報 の収 集,分 析,商 品 企 画力

の強 化 な ど, .アパ レル事 業 へ の サ ー ビ スが 主 な 内容 で あ った 。 同 年,伊 藤 忠 は

日本 バ イ リー ンと縫 製 を 中 心 と した技 術 や シ ス テ ム の研 究 開 発 を 目的 に,ジ ャ

パ ン.インダ ス トリア ル ・フ ァ ッシ ョ ン(JIF)研 究 所 を設 立 した 。1975年 に

は伊 藤 忠.全額 出 資 に よ り,資 本金3億 円で 伊 藤 忠 の アパ レ ル子 会社 を設 立 した 。

事 業 内容 は レ ッグ ニ ッ ト(靴 下 類),肌 着,紳 士 衣 料,婦 人 衣 料 の 製造 販 売 が

9割 以 上 を 占 め て い る。 この 子会 社 の売 上 は88年188億 円 か ら92年225億 円 に増

.加 した24}。1980年 代 に入 って か ら ニ ッ トウ ェ アー 製 品 をつ くる ロ イ ネ株 式 会 社

が 登 場 し(第5表A),.90年 代 に は 中 国 で の 工 場 設 立(第5表B.)が 目立つ よ

うに な った 。

蝶 理 は 丸 紅 と と もに 中 国 に も っ と も早 く進 出 した商 社 で あ る。 蝶 理 は現在 中

国 に28社 の事 業 会 社 を もつ が,そ の 中 で 中 国総 部 とアパ レル事 業 部 門 が 管轄 す

る事 業 会社 は18社 で,そ の ほ とん どが 生産 会 社 で あ る。 販 売体 制 にお い て は,

23)「 青山商事激安路線を転換」σ日本経済新開』1995年9月9日 付},青 山商事は今年の秋から

売場の構成を全面的に改め,全 店に商品特性を明確にした自社ブランド商品の専用コーナーを導

入する。従来の売 ヒ高拡大路線から利益重視路線へと転換する。

24)同 社 『有価証券報告書」の各年度版および1995年7月伊藤忠商事でのインタビューによる。
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第5表(A〕 伊藤 忠 の アパ レル事 業

〔463)105

(学 位:百 万 円)

伊藤忠 アパ レル ロ イ ネ ニ ッ ト

年 証券取得価 資本金額 所有比率 証券取得価 資本金額 所有比率

1976 300 300 lOO

ユ978 300 300 100

ユ980 1,200 1,200 1〔}o 563 125 51

1982 1,200 1,200 100 576 150 51

1984 1,200 *too 10⑪ 575 150 51.

1986 1,200 100 100 590 180 51

1988 1,200 100 100 599 198 51

1990 1,200 100 ユ00 609 217 51

1992 1,200 100 】00 2,611 1,220 71.4

1994 1,200. 】60 1W 2,724 1,220 73.3

注)*は 減資が原因である。

出所)同 社 「有価証券報告書」各年版より作成。

第5表 〔B)伊藤忠の海外 アパ レル事 業 (単位:.白 万円)

伊藤忠の海外関係会社出資金明細表
年

海外関係会社 期末残高. 当社 との関係

1994

ユ994

1994

1995

1995

天津華達服装

北京官能特装

大連泰嘉時装

杭州藤富紐稠服装

青島三美士西装

206

175

256

.134

114

子会社

子会社

子会社

子会社

子会社

出所)同 社r有 価証券報 告書』各年版よ り作成 。

物 流網 を整 備 しなが ら,大 連 に専 門 店 を設 立 し,す で に東 北 三 省 や 北 京 な ど,

紳 士衣 料 を主 力 に婦 人 衣 料 を加 え て20店 舗 を展 開 してい る。96年 は アパ レ ル販

売 会 社 「大 連 創 世 有 限 公 司 」 の年 商 を2.6億 円 に ま で 増 加 させ,黒 字 化 を 口指

して い る。 国内 市 場 へ の 対 応 は,同 社 が提 携 してい る イ タ リ アの グ リニ ャス コ

の高 級 梳 毛 糸 を香 港 に持 ち込 み,そ こを拠 点 に 中国 な どで は編 み た て る とい う

3国 間 の 製 品組 立 を も って,商 社 の機 能 を最 も発 揮 し老 い る。 ま た,SPA

(製造 小 売 〉 企 業 や 大手 アパ レル メ ー カー 量 販店 な ど との取 り組 み を,内 外 の
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QR対 応 の 仕 組 み 作 りと結 びつ け て強 化 して い る25,。

3.ラ ウン ドテーブル ・チェーン(Roundtablechain)式 への転換(1980年 代初期～現在)

この時 期 に.入る と,ア パ レル市 場 はす で に成 熟 段 階 に入 った 。 そ の指 標 と し

て は.ま ず 第 一 に,需 要 の 年 間 伸 び率 が10%を 下 まわ り,5～6%程 度 に停 滞

して い た26}。マ ー ケ テ ィ ン グの活 動 は 「シ ェ ア争 奪 戦 争 」 とい う性 格 を帯 び る

よ う に な り,次 々 と製 品 開 発 を しな けれ ば な ら な か った 。 第 二 に,消 費 者 の

「タ ンス在 庫 」 が 増 え2'〕,需 要 が 飽 和 して い る に もか か わ らず,新 規 企 業 は

次 々 と参 入 し,既 存 企 業 と新 規 参 入 企 業 間 の シェ ア競 争 は ます ます 激 し くな つ.

て きた 。1985年 の プ ラザ 合 意 以 降 の 円 高 に よ って,ア パ レル企 業 は コ ス ト競 争

優 位 を獲 得 す る た め に,国 際 的 展 開 に急 速 に シフ トしは じめ た。 結 局,成 熟 し

た 国 内市 場 にお け る従 来 の 取 引 関 係 も変 わ らざ る を得 なか っ た。

アパ レル 産 業以.Lに 深 刻 で あ った の は 繊 維 産 業 で,そ こ で は萎 縮 の方 向す ら

見 られ る よ うに な り,専 門商 社,卸 問 屋 な どの 仲 介 業 は,存 在 す ら脅 か され る

危 機 に直 面 した2B,。こ こで 上 述 した よ う に,70年 代 半 ば 頃 か ら商 社,素 材 企 業,

小 売 業 は アパ レ ル産業 へ 参 入 す る布 石 を うち は じめ,90年 代 の 初 め か ら,合 弁

や 企 業 間提 携,共 同企 画 ・販 売 な どが 急 速 に展 開 して い った の で あ る。1この よ

うな歴 史背 景 の もとで,最 も重 視 す べ きこ とは,直 営 店 の 形 成,つ ま り,ア パ.

レル 企業 の 垂 直 的統 合 が 重 要 な意 味 を もつ にい た った こ とで あ る勘。1980年 代

か らア パ レル産 業 は成 熟期 に 入 り,そ れ 以 前 の時 期 と比 較 す る と,産 業構 造 に

は大 きな変 化 が 現 れ た 。 この よ うな80年 代 の産 業 構 造 の 変 化 は,前 述 の ダイ レ

ク ト ・チ ェー ン式 を新 た な ラ ウ ン ドテ ー.ブル ・チ ェー ン式 へ と転 換 さ.せは じめ

25>『 繊妍新聞」1996年8月3U日 付σ

26)繊 維産業構造改善協会rア パ レルマーチ ャンダイ7ン グ1」1995年4几7ペ ー ジ・

ある調査 に よれば,成 人女性 ・人 当た りの 「タンス在 庫」 は130点,成 人男性 は80点 に もな つ27)

ている。福永成明 ・境野美津子,前 掲書,46ペ ージ。

28)中 込省 三 『日本衣服産3東 洋経済新報社,1975年5月.第11章 参照,349-382ペ ー ジ。

29)木 下明浩 「ブラン ドと小売マ ネジメン ト」(1立 命館経営学1立 命館大学経営学会,第 開巻第4

号,1994年11月)85一 一89ペー ジG
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第5図.ラ ウ ン ドテ ー ブ ル ・チ ェ ー ン(Ro㎜dTablechain)式

劣 入 の1.、

AP海 外合弁

自家工場 ・直

営 店

團
'

APの 企 画'

雛纏璽
工 場一 独 立=

.工 場 づ く り 、
㌦

→

噂 一.■

消
音

諸
費

…

▽

←

一..ig・

、

;APの 企 画

=自 家 縫 製 ・

翻
1系列工場

i海端 こ合弁江 場
・独立

'工 場づ くり
'

團
素材工場直

営店

注)1)・ ■ヴ は消費者の情報,← は物の流れを示す。
2)～ は提拷関係を示す。

3;1[=コ は参入の内容を表示。
4>圏 は既存事業の内容を表 しているり

S)APは アパレルの略語である。

出所:1筆 者の各社でのインタビューにより作成(1995.一96年)。

た の で あ る(第5図)。

ラ ウ ン ドテ ー ブ ル ・チ ェ ー ン式 とは ダ イ レ ク ト ・チ ェ ー ン式 と対 照 的 な概 念

で あ り,関 連 企 業 との取 引 関 係 が 製 品 の 生 産 流 通 に よ る直 線 的 な 関連 だ けで は

な く,同 業種 企 業 間 の合 弁 ・提 携 な ど に よ る水 平 的 な 関連 を もつ よ うに な った

こ とを示 して い る。 そ して他 業 種 か らの 参 入 な どに よ り,ア パ レル企 業 内部 に

お い て も,商 品 の流 れ か らみ る と,垂 直 的 な 統 合 が 同 時 に 進行 した。

アパ レル産 業 の成 立 展 開過 程 は生 成,成 長,成 熟段 階 とい う三つ の段 階 を歩

んで きた 。 そ の生 成 と成 長 の段 階 に おい て は,市 場 の 高 需 要 に よ っ て,ア パ レ

ル産 業 の企 画 ・製 造 ・販 売 は比 較 的 明 確 に分 業 化 さ れ た ダイ レ ク ト ・チ ェ ー ン
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式 の構 造 を持 って い た 。 端 的 に い え ば,市 場 のあ り方 が この 産 業 の形 成 と成 長

を規 定 して い た 。 しか し,成 熟 段 階 に お いて は,市 場 や 資 源環 境 が 厳 し くな っ

てい くなか で,ア パ レル企 業が 実 質 的 に情 報 源 の第 一 線 に 立つ こ とが 求 め られ

る よ うに な った 。 と くに大 手企 業 は,主 体 的 に対 応 し,市 場 に 能動 的 に働 きか

け,需 要 を創 出 しな が 転 企 業 内部 と外 部 との 経 営 資 源 を効 率 的 に利 用 し,企

画 ・製 造 ・販 売 とを 連動 さ せ る こと に よ って,高 収 益 の基 盤 を創 出 した。 そ し

て,そ の よ うな動 きが ア パ レル産 業 全 体 を ラ ウ ン ドテ ー ブ ル ・.チェー ン式 の産

業 構 造 へ と転 換 さ せ た 。つ ま り,産 業 内 部 の 優 良 企 業 の急 成 長 が,産 業 構 造 の

変 化.をもた ら した とい え る ので あ る。 「

IVお わ り に

結 論 に 替 え て,こ こで は以 下 の2点 に つ い て だ け触 れ て お きたい 。

第1に,ア パ レル産 業 を独 自 の構 造 と特性 を持 った 産業 と して分 析 す る必 要

性 が 高 ま って い る 。 日本 の アパ レル産 業 は既 存 の繊 維 産 業.と違 っ た特 徴 を も っ

て お り,機 能 の面 や 規 模 の面 な どか ら見 て も,独 立 した産 業 と して の役 割 を果

た して い る 。 と くに ア パ レル産 業 は,消 費市 場 の情 報 に非 常 に敏 感 か つ機 敏 に

反 応 し,ア イデ ィアが 重 要 な意 味 を持 つ 産業 で あ る。 それ ぞれ の商 品 の 個 性 が

消 費 者 の 個性 に訴 え る もので あ り,市 場 も多 様 多 変で 不 確 実 性 が 高 く,捉 え難

い 側 面 を 強 く持 って い る 。 この よ う な特 徴 は素 材 装置 産業 で あ る繊 維 産 業 とは

全 く異 な って い る。 そ の た め に,日 本 アパ レル産 業 は製 造 業 ・商業 の両 分 野 が

融 合 され た性 格 と構 成 内 容 を もち,市 場 と独 特 な 関係.を取 り結 んだ 新 しい 産業

部 門 と して展 開 しつ つ あ る と言 え よ う。 そ の こ とは ま た,戦 後 日本 の企 業経 済

条件 の変 容 を も反 映 して い る。

第2に,日 本 の ア パ レル産 業 の構 造 が ダイ レ ク ト ・チ ェ ー ン式 か ら ラ ウ ン ド

テ ー ブ ル ・チ ェー ン式 へ 変 化 した こ とで あ る。 アパ レル の 産業 構 造 は個 々の 企

業 間関 係 が ダ イ レク ト ・チ ェー ン式 に結 ば れ た もの か ら,し だ.いに共 同企 画 ・

合 弁 ・参 入 な どの 形 に よ って,よ り合 理 的 な 産 業 構 造 ラ ウ ン ドテー ブ ル ・



戦後日本のアパレル産業の構造分析(467)109

チ ェ ー ン式 へ と転換 しつ つ あ る。 ま た,市 場 の 需 要 に よ る分 業 構 造 か ら,市 場

飽 和 と技 術 進 歩 とい う統 合 構 造 へ の変 容 を加 速 して い る。

目 ま ぐる し く変 わ る消 費市 場 の なか で,大 手 アパ レル企 業 は正 確 な情 報 を獲

得 し,.企 業 間関 係 を 自 ら調 整 して きてい る。 そ して,製 造 ・販 売 を企 画 し,消

費 と能 動 的 に連 動 さ せ る こ とに よ って,競 争優 位 を保 持 しよ う と して い る。 そ

こで,リ ー ダー 的 な アパ レル企 業 の役 割 は重 要 な経 営 規定 要 因 とな っ て きた と

い え よ う。 こ う した 条件 の変 化 に迅 速 に対 応 で き る限 りで,ア パ レル企 業 は高

収 益 を獲i得で き る よ うに な り,そ れ らが 更 に関連 産 業 の動 きまで 規 定 す る よ う

に な って い る.。

国内.市場 か ら国 際市 場 へ の展 開 にあ た って,ア パ レル産 業 は 内部 に おい て は

統 合 化 が 進 み,外 部 に お い て は新 た な分 業 関係 を形 成 して い る。 本 稿 は国 内 市

場 を中 心 に産 業構 造 変 化 を分 析 し牽。 国 際 的 な分 業 関係 につ い て は,次 の 研 究

課 題 と した い 。


